
The Engaged Pedagogy Association

NII-Electronic Library Service

The 　Engaged 　Pedagogy 　Assoolatlon

英語 を母 語 と し ない 生 徒 に 対す る 言語 教育

一
カ リ フ ォ ル ニ ア州 の 公 立高校 の 事例研 究か ら一

小林 宏美

1．は じめ に

　 1980 年代以降、カ リフ ォ ル ニ ア州 で は 中南米 系移民の 増加 に伴 い 、公 立 学校 にお ける

移民児童 生 徒 が増加 した 。 こ の よ うな移 民の 子 どもの 多 くは英語 力が 十分で はな く、学

習の 遅れ 、中途退 学、 ス ペ イ ン 語 を話す教 師の 不足 な ど教育現場や教 育行 政 に様 々 な課

題 を もた ら した 。ま た 、英語力 が 不十分 な児童 生徒 に対す る二 言語教 育プ ロ グ ラ ム
D
に

税金 を投入 して も英語能 力の 向上 に っ なが っ て い ない と の 批判 か ら、 1998 年 に住民提案

227 が可 決 され 、カ リ フ ォ ル ニ ア州 にお け る 二 言語 教育プ ロ グラ ム は 原則 的に 廃止 され る

こ と にな っ た （Crawford， 1999； 小林，2008） 。

　本稿 で は 、移 民 が多数居住す る コ ミ ュ ニ テ ィ で 、英語 を母 語 と しな い 生徒に対 す る言

語 教育が ど の よ うに 実施 され 、 ど の よ うな課題 が ある の か と い う問い に対 する答え を求

めて 、 移民の 集住地域 で ある ロ サ ン ゼ ル ス 都市部 の 2 つ の 公 立高校 で実地調 査 を行 っ た

2｝
。

2．先行研究

　ア メ リカ 合衆国 （以 下 、 ア メ リカ ）で は 、 英語 力 の 不 十分な児童生徒に対す る言語 教育

に 関 して 、長年 の 研 究 と実践が 蓄積 され て きた （Hakuta，1986 ； Baker，1993）。Krashen

の モ ニ ターモ デル
3）
は 第二 言語習得

V
に つ い て の 影響力 の ある理論 で 、と りわけ英語 を母

語 と しない 生 徒の 多い ロ サ ン ゼル ス の 教 育現場の 教 師た ち に支持 され て い る （Krashen ＆

Terrel1， 1983） 。
モ ニ ターモ デル の 中心 的仮説で あるイ ン プ ッ ト仮説 で は、言語 の 習得

は理解 で きるイ ン プ ッ トを十二 分 に 与 え られ て ゆ るや か に形 成 され る。理想 的 なイ ン プ

ッ トは 、現在の 能力 レ ベ ル よ り少 し 高い レ ベ ル の イ ン プ ッ トを与 える こ と で あ る と い う。

一
方 、Swain （1985） は、第二 言語学習者 の 伝達能力発達 に おい て 、イ ン プ ッ トだ けで な

く 、
理 解可 能なア ウ トプ ッ トが重要 だ と主 張 し て い る。

　Cu  ins （1981） の 発展 的相互 依存説 （Developmental 　 Independence　Hypothesis） に よ

る と、1 つ の 言語で 学ん だ 内容 は 、も う
一

つ の 言語 に直 ちに 転移 で きる 可能性 が あ る。す
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なわ ち 、 第二 言語 の 習得は 、 第
一

言 語 が ど の 程度発 達 して い るか に依存す る 。 換言 すれ

ば、子 どもの 第二 言語 に お ける能力 は 、す で に 第
一

言語 で 獲得 した 言語 能力 の レ ベ ル に

依存 して お り 、 第
一

言語 が 発達 し て い る ほ ど、第 二 言語 も発達 しや す くな る。Krashen

（1996）は、第二 言 語 学習にお い て学習者は 自分が 聞い た り読ん だ りす る 内容 を理解す る

必 要 が あ り 、 そ の た め に母 語 を使 っ て 理 解可能なイ ン プ ッ トを与 え るこ とが 役 立 つ と論

じ る 。 さらに Krashen は 、母語 の 助 けを借 りた 学習 に よ り、学習者 が知 識 と読 み 書 き能

力 を
一

旦 身に付 け れ ば 、 そ れ ら の 能力 を第 二 言語 に転用す る こ とが 卩∫能 だ とい う。他 方、

Hakuta らは 、英語 が不 十分な子 ど もの バ イ リ ン ガ ル 教育を考 え る上 で 、子 ど もの 家庭の

貧 困 の 問題 に つ い て 目を 向 け る こ と が 重要 だ と論 じ て い る （Hakuta ，
　 Butler ＆ Witt

，

2000） 。

3．調 査 の 概 要 と調 査 方法

（1）調査地 の 公 立学校にお け る英語能力 が不十分 な生 徒 に対す る言語教育

　カ リ フ ォ ル ニ ア州 に は英語 能力 の 不 十分 な 生徒 （English　Learners 、以 下 EL 生徒戸
）

が 非常 に 多い （California 　Department 。f　Education ，1999）。2008 年度、カ リフ ォ ル

ニ ア 州の 公 立学校 に在籍す る EL 児童生徒数は 約 151 万人
6）

で あ っ た。同州 の EL 児童 生徒

へ の 言語 教育 は
一

応 制度化 され て い る とい え よ う。 具体的 に は まず、カ リフ ォ ル ニ ア 州

教育法で EL 児童 生徒 に対 し て 、特別 な教育 プ ロ グラ ム を実施す る こ とが規定 され て い る

（California 　Department　 of 　 Education
，

1999 ） 。 例 え ば 、　 ELD （English　Language

Development）
7）
と呼ばれ る英語 の 特別 ク ラ ス や 、児童 生徒 の 母 語 を使 っ て 英語 や教科 を指

導す る 二 言語 プ ロ グ ラ ム などが ある。また 、入 学 した 生徒が EI．生徒 か ど うか の 判 定 方法

や 規 準 も明確 化 さ れ て い る。 ロ サ ン ゼ ル ス 統 合 学 区 （Los　Angeles 　Unified　School

District ，以下 LAUSD）
s）
で は 、標 準化 された プ レ ー

ス メ ン トテ ス トが存在す る 。 さらに 、

EL 生徒の た め に 開発 され た 共 通の 教科 書が 学区に よっ て 認 定 されて い る。そ して 、 教師

は EL 生徒を指導する た め の 資格 が求 め られ 、その 資格 を得 るた め に 大学や 学区 の 教育機

関が提供す る所定  
コ
ー

ス を受講す るか 、
一

定の 単位 を取得 す る必 要が ある。

（2）調査対 象校 の 概要

　調査対象高校 は 、LAUSDの 公 立高校 2 校で あ る。　 A 校 は ロ サ ン ゼ ル ス 市 の 西方 に位罩し、

2008 年度生徒数 2，682 人 で あ っ た。
一一

方 、B 校 は 同市 ダ ウン タ ウン の 西 に隣接する生徒

数 1，472入 の 高校 で ある。表 1 に示 す よ うに、A 校 にお ける ヒ ス パ ニ ッ ク系の 生徒の 割

合は 54％、B 校 では 約 9 割を 占めた 。
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表 1．A 高校及び B 高校在籍生徒 の 人種 ・
エ ス ニ シ テ ィ 構成　（2008−09 年）

A 高校 B 高校

ヒ ス パ ニ ッ ク系 1，455 （54、2％） 1，305 （88．7％）

ア ジア 系 580 （21．6％） 108 （7．3％）

ア フ リカ 系ア メ リカ 人 455 （16．9％） 47 （3．2％）

白人 （非 ヒ ス パ ニ ッ ク 系） ユ80 （6，7％） 8 （0，5％）

ア メ リカイ ン デ ィ ア ン
、

ア ラ ス カ 先住 民

7 （0．3％） 4 （0．3％）

太平洋諸 島系 5 （0．2％） 0

計 2，682 1，472

出典 ： Los　Angeles　 Unified　School　 District，　 LAUSD　School　 Profile よ り作成

　 表 2 は 、2008 年度 の A 校及 び B 校に 在籍 す る EL生徒数な らび に無料 ・減額ラ ン チ 受給

者
9）
数 と割合を表す。A 校 の EL 生徒 は全体 の 18％で あ っ た の に対 し、　B 校 は 47％で お よそ 2

人 に 1 人で ある。表 には示 して い ない が 、2004年度以降の 推移を見 る と、A 校の EL 生徒

は 2004年度の 26％か ら着実 に減少傾 向に ある。他方 、B校 は ロ サ ン ゼル ス 市中心 部に 近 く、

新来 の 移民 の 流入 が 多い 地 区に あ る た め 、英語 を話せ な い 生徒 の 転入 が 絶え な い
。 B校 は

2007年度まで は生 徒数　4，　OOO 人 を越 える大規模校 だ っ たが、2008 年度 に B校 の 過 密 状態

緩 和 を 目的 に建設 中で あ っ た 新設 の 高校が 近隣 に 開校 し 、そ こ に生 徒が吸収 され た た め 、

生徒数が約 1
，
472 人 に減少 した 。

　 A 校の 無料 ・減額 ラ ン チ受給者割合は 67％で 、LAUSD 全 体 （75％） を下回 る の に対 し、　 B

校 は 86％と LAUSD 全 体を 上回 っ て い た 。 こ の 数字は B 校 が ヒ ス パ ニ ッ ク系移 民 コ ミ ュ ニ テ

ィ に あ り、新来の 貧 しい 移 民 が多い こ と と関係 して い る と考え られ る。

表 2．特別 プ ロ グ ラ ム 　 （2008−09 年）

A 高校 B 高校 LAUSD全体

EL 生徒 （English 　 Learners ） 494 （18％） 696 （47％） 32％

無料 ・減額ラ ン チ 受給者 1，
786 （67％） 1，274 （86％） 75％

出 典 ： California　Department　 of 　 Education ，　 EducatiQna1　 Demographics 　 Office，

　　　Language 　Census よ り作成

　2007 年度、カ リフ ォ ル ニ ア 州全体 で EL 児童 生徒は 50 以 上 の 異な る言語 を第
一

言語 と

し て い たが 、その 内約 85％がス ペ イ ン 語 を第
一言語 と した 。 2008 年度の 対象校 にお け る

EL 生徒はス ペ イ ン 語 を第一言語 とす る者が最大で 、　 A高校 359人 （EL 生徒 の 73％）、B 高
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校 654 人 （同 94％）で あ っ た 。

　表 3 は 、
2007 度 の 中退 率及 び 卒業率を示 して い る 。 中退 率は 、

A 校 18％、
　 B 校 39％で あ

っ た 。 B 校 は LAUSD 全体の 中退 率 （26％）、カ リ フ ォ ル ニ ア州全体の 中退 率 （19％）よ り高

い
。 中退 す る リス ク を高め る要 因 に は 、 家庭 の 貧困 、英語 の 熟達度、学校 で の 成績、社

会関係 資本
1°）な どが ある と い う （バ トラ

ー
， 20  。 B 校の 中退 率が 高い 要因 と して 、 ま

ず EL 生徒 の 割合が 47％と英語力 の 乏 しい 者の 多い こ とが 挙 げられ る。ま た、 自分 の 子 ど

もの 学業継続 を支援す るた め に必要 な知識や 情報、英語力 、教育な どの 資源 を保護 者が

持 ち合わせ て い ない た め に 、子 ど もの 学業継続 が 困難で あ る こ とが推測 され る。 さ らに 、

移 民家族に 目立 つ 複雑 な家庭 事情 も影響 して い る と思 われ る。B 校 の A 教師は 、 「ほ とん

ど の 子 ど もた ち の 家庭 は 複雑 で 、な ん らか の 問題 を抱 え て い る。小 さ い 頃は 母 国で 祖父

母 と
一

緒に 暮 ら し て い て 、大 き くな っ て ア メ リカ に呼 び 寄せ られ た た め に親 との 関係 で

悩 ん で い る子 ど もや 、朝方 ま で 働 い て い る生 徒 、在 籍 中に妊 娠 ・出産 の た め休 学 し、復

学 して きた 女子 生徒 な ど、それ ぞ れ が 問題 を 抱え て い る 」 と語 っ て お り、移民家族の 不 安

定な 家族関係 も陰を落 と して い る よ うだ 。

　卒業率 に関 して 、A 校 （79％）は カ リ フ ォ ル ニ ア 全体 （80％）や LAUSD 全体 （72％） と ほ

ぼ近 い 値で ある の に対 し 、 B 校は 50％と低 く 、 中退 率の 高さが 卒業率の 低 さに響い て い

た。

表 3．中退率及び卒業率　 　（2007−08 年）

A 高校 B 高校 LAUSD 全 体 カ リフ ォ ル ニ ア 州全 体

中退率 18％ 39％ 26％ 19％

卒業率 79％ 50％ 72％ 80％

ヒ昌典 ： Los　Angeles　Unified 　School　District ，　School　Accountability 　Card 　Report　よ

　　 り作成

（3）EL生 徒に対 す る教育プ ロ グラム

　カ リ フ ォ ル ニ ア 州 の 公 立 学校で 、EL 生 徒が 受 けて い る 教育プ ロ グ ラ ム は 以 下の 通 りで

あ る
m

。

1，　English　Language　Development 　（ELD）

　　生徒 の 英語能 力 レ ベ ル に応 じた 英語教育プ ロ グラム で 、英語の リテ ラシ ー向上 を 目

　 標 とす る 。

2．　ELD　and 　Specially 　Designed 　Academic　Instruction　in　English　（SADIE）

　　ELD に加 え て 、英語以外の 必須教科 に つ い て少 な くとも 2科 目を SADIE を通 じて指導

　　す る。SADIE で は、授業 は英語 で行 うが、特別 に考案 され たプ ロ グラ ム を用 い る 。

3．　ELD　and 　SADIE　with 　Primary　Language　Support
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　 ELDに加 えて 、 英語以外 の 少 な くとも 2 科 目にっ い て 、必要 に応 じて生徒 の 母語 を用

　 い て 指導す る 。 授業は 主 と し て 、英語 を使 っ て 指 導す る が
、 語彙や概念 な ど の 意味

　 を明確化 し、生徒 の 理解を助け る場合 な どに 生徒の 母 語 を使 っ て 説明 する 。

4，　Not　Receiving 　any 　English　Learner　Services

　 特別な教 育プ ロ グ ラ ム は 提供 して い ない
。

表 4．各 々 の 教 育プ ロ グラ ム を受けて い る EL 生徒数 （2008−09年）

教 育

プ ロ

グ ラ

ム

English

Language

Development

（ELD ）

ELD　 and 　 Specially

Designed 　 Academic

InStrUCtiOn 　 in

English （SADIE）

ELD　 and

SADIE　 with

Primary

LangUage

Support

左 記 3 つ

以 外 の 教

育プ ロ グ

ラ ム

特 別 な 教 育

プ ロ グ ラ ム

を受 け て い

ない

計

A 校 472

（96％）

0

（0％）

0

（0％）

14

（3％）

8

（2％）

494

B 校 108

（16％）

333

（48％）

78

（11％）

156

（22％）

21

（3％〉

696

出典 ； California 　Department　 of 　Education ，　 Educational　 Demographics 　Unit よ り筆者

　　 作成

　A 校 で は、ELD の クラス の み を受 けて い る EL 生徒が ほ とん ど （96％）で あ っ た 。

一
方 、

　 B

校 で は、ELD に加 え て 、教科 を少 なく とも 2科 目 SADIE を通 じて受 けて い る者 が最 も多い

（48％）。次に 多い の が 、ELD や SADIE を含 まな い プ ロ グラ ム （22％） で あ る。そ の 次が 、

ELD だ けを受 けて い る生徒 （16％）で あ る。　 ELD の クラ ス に加 えて 、教科 を少 な くとも 2 科

目生徒の母 語 に よ る指導を織 り交ぜ た授 業を受 けて い る者は 78 人 （11％）で あ っ た。

4． A 高校及 び B 高校 に お け る EL 生 徒 へ の 言 語 教育 の 実際

（1）教科 の 理 解に つ なが る ESL カ リキ ュ ラ ム と教材

　先述 した よ うに 、カ リフ ォ ル ニ ア 州 で は EL 生 徒に対す る言語教育 は比較的制度化 され

て い る 。 例 えば、LAUSD の カ リキ ュ ラ ム 及び 教材は 、　 EL 生 徒 の 英語 力向上 だ けな く、教

科の 理 解促進 を 目指 した 教育方針が 採用 され てお り、そ の 端的な例 の
一

つ が EL 専用の 教

科書 の 存在で あろ う。

　筆者 の 訪問時 、
A 校及 び B 校で は EL 生 徒用 の 教科書 と して 、　 Hampton−Brown 社 の

“
High

P。 int”

シ リ
ーズ が使 われ て い た 。

　 A 校 の K 教師は教科書に つ い て 、　 「私 た ち の カ リキ ュ

ラ ム の 教科書は 、英語だ けで なく教科 を教 える よ うにデザイ ン され て い る 」 と語 っ て い た

31

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Engaged Pedagogy Association

NII-Electronic Library Service

The 　Engaged 　Pedagogy 　Assooiation

12＞
、実際 、教科 書の 各 ユ ニ ソ トに は 「語 彙」 「構文 」 「読解」 「作文」 な どの 他 、 最後の 方

に社会や数学、科学な どの 教科 と関連づ けて 学習で き る 「教科内容 との 関連性 （C ・ ntent

Area　Connection ）」 の レ ッ ス ン が掲載 され て い る 。

（2）生徒同 志の 学び 合い の 環 境づ く り

　 Freeman 　 and 　 Freeman （2001） は 、第二 言語 学習者 が授 業 中に 社会的交流 （social

interaction ） ある い は協 同 学習 （cooperative 　learning）
13）

に参加 す るこ との 有用性 を

主張 して い る。こ の よ うな知見 は 、
LAUSD の 学校教育の 現場に影響を与 え て い る よ うで 、

教育方 法 とし て協 同学習 が積極 的 に取 り入 れ られ て い る 。 多様 な文 化的背 景を持 つ 生徒

が 在籍す る ク ラ ス で は 、 授業運 営にお い て 生徒の 多様性 を如何に 活か し て い くか が 重 要

な課題 の 1 っ とな る 。 協 同学習で は個 々 の 生徒 の 持 つ 多様 な経験や 知識、関心 が 、グル

ープ 内で学習を進 め る上 で貴重 な 資源 とな り うる 。 こ の よ うな学 習方法 は、英語 が 十分

で は ない 生徒 に とっ て とりわ け重 要で あ る 。 なぜ な ら、協同学習 で は 英語話者の 生 徒 と

非 英語話者 の 生 徒 が 、グ ル ープ活 動 を通 じ て コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を 図 る こ と で 非英語話

者の 英語 の 読 み書 き能力 の 向上 が 期待 で き る し、非英語 話者 は 自分 の 知識や経験 を グル

ープ活動に 生か す こ と で 自信 が生 まれ る 。
こ の よ うな学び 合い を通 して 、 英語話者 、 非

英語 話者双方 が 文化 的背 景の 異 な る者 に 対 し て 肯定 的な態度 を育 む こ とが で き る の で あ

る。

　B 校 の ESL−114）とい うク ラ ス で は 、協 同学習が 学習形態の 中心 とな っ て い た 。 ク ラ ス を

半 々 の 5人 ず つ に 分け 、机を 円形 に並 べ て 授業を実施 して い た。担当の F 教師か らの 聞き

取 りで は 、
こ の 学習法を 取 り入 れ る意義 を次の よ うに語 っ た。

私は こ の よ うなや り方 （グル
ー

プ活動） が好 き で す 。 なぜ な ら、こ の ようなや り方だ と 、生徒

同 士 話が で きる し、お 互 い に 助 け合 う こ とが で き、学 び あ うこ と もで き る e と き ど き 、私 の 説

明 が 理解 で きな くて も、それ を理解 し て い る 友 達が説 明 し て あげ る こ と が で きれば、他 の 生徒

の 理 解に っ なが ります。　 （中略）それ に、生徒 たち は 友達 と会話 を し なが ら課 題 を こ なせ る の

で 、楽 し く勉強で きます。　（中略） こ の よ うなイ ン タラ クテ ィ ン グなや り方 は 、彼 ら に と っ て

有効 だ と 思 う。

　円形 に座席 を配置す るこ とで 、生徒同士お 互 い の 学習の 理 解度が 確認 しや す くな る し、

教師の 説明 が 聞き取れ ない 場 合は 、 同 じグル
ープ の 生 徒 か ら教 え て も ら うこ とが 容 易に

なる と い うメ リッ トが あ る。 もちろん教師 は課題 を させ っ ぱな しにする の で は な く、こ

まめに机 の 間 を回 り、
一

人
一

人 の 学習状 況 を確認す る時 間を十分 に と っ て い た。時 に は 、

生徒 の 隣 りに座 っ て 、課題 を きちん とこなせ て い るか 確認 し、必 要 に応 じ て 説明 を加 え

て い た。
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　B 校 の 別 の ク ラ ス （ESL−3 ク ラ ス ） で も、ライテ ィ ン グの 練 習で協 同学習 を取 り入 れ て

い た。教 師は教科書 の 内容 を理 解で きて い るか を確認 す るた め グル ープ 学習 を実践 して

い た。ク ラス を 4 っ の グル
ープ に分け、各 グル ープに対 し て 異な る質問 を出す 。 教師が

白板 の 上部 に 水色 の マ ー
カ

ー
で 質問文 を板書 し て い き、その す ぐ下に グル ープ毎 の 解答

を異な る色の マ
ーカーを使 っ て 書き込 ん で い く。最後 に 教師が 3 色 目 の マ

ー
カ

ー
を使 っ

て 、 白板上で 直接添削 しな が ら答 え合 わせ と解説 を行 っ て い た 。 担 当 の S 教師に こ の 学

習法 に つ い て尋ね る と、 「か つ て は 、教師が
一

方的に 説明す るや り方が一般的だ っ た 。学

力 の 高い 生徒 と勉 強が 遅れ て い る生 徒 は 分 けて 指 導 し て い たが 、現在 は 、 能力 の 異 な る

集 団を同 じグル
ープに統合 して指導す る方法 が 主流 に な っ て い る」 との 説 明 が あ り、こ の

よ うな協 同学習が教師に も広 く支持 されて い る よ うだ っ た 。

（3）読書の 奨励

　EL生徒 へ の 言語 教育に お い て 、読書 も重視 され て い た 。 例 えば、　 B高校の ESL−1の ク ラ

ス で は 、F 教師 が教室 の
…

角に 図書 コ ーナ ーを作 っ て
、 様 々 な図書を展示 し て い た 。 生徒

は これ ら の 図書の 中か ら、興味 の あ る本 をい つ で も好 きな時 に 自由 に 借 りる こ とが で き

る 。

　Krashen （1993 ） に よ る と 、 　「自由読書 （Free　Volttntary　Readingl」 al　｝
’
言 語 教育の 要 に

な る とい う。 自由読書 とは 、課 題 と して 与 え られ て 読む の で は な く、自分が 読 み た い か

ら読 む読書 （本 を読 む 楽 しみ を 味わ い な が ら読む ）の こ と で ある。 自由読書は リテ ラ シ
ー

（読解力 、文章力、語彙、っ づ り字力）を発 達 させ るが 、こ れ は 中学 ・高校 の 第二 言語や

外 国語 の 指導 に つ い て も言 える 。 前 出 の A 校の K 教師は 、 自由読書の 利点 に つ い て 次の よ

うに話 して い た。

助成金 を得て 、た くさん の 本 を注文 し ま した。生徒 は教科書 以外 に 本 を読まな い の で 読書を勧

め て い ます 。 生徒 た ち は た と え小 説 で も、だ い た い は 非常 に難 し い の で フ ラ ス ト レ
ー

シ ョ ン を

感 じて しま い ます。
一

般の 小 説 は 、ほ と ん ど の 場合 と て も難 し い の で す。それ に 比 べ て 、私 が

選 んだ こ れ らの 本は 厚さも薄 く、内容 も と て も易 しい の で 早 く読 めます 。 理解で きな い 単語 は

少 ししかあ りませ ん。こ の ク ラ ス は とて も多様で 、こ の よ うな本を数分 で 読 む こ とが で き る 生

徒 もい ます e

　こ の ク ラ ス で は 、教師 自身が 選 定 した図書 リス トを作成 し て 、生徒 に 渡 し て い る とい

う。

（読書は）語彙 の 強化 に 役 立 ちます。授業で 毎 日一
つ の 章を読ん で い ます。本 を読 まな い 生徒も

多い の で 、読書 を求 め て い ます。各
一

冊 を 1 週間 で 終わ り、一
つ の 章に つ き、一

っ の 質問を し ま
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す 。 前 回 の 授 業 は 、テ ィ
ーン ・ス ト

ー
リ
ー

を読 み ま し た 。 異 な る ジ ャ ン ル を用意 し て い ます。

（中略）ジ ャ ン ル ごとに 色分け した シール を本に貼 りっ け、ブ ッ ク ・リス トも同 じジ ャ ン ル ごと

に 色 分け し て い ます。今後、少 し異な る ジ ャ ン ル の もの も紹介する 予 定 で す 。 テ ィ
ーン ・ス ト

ー リーを最初に 読み ま し た が、それ は オ レ ン ジの ス テ ッ カーで す。 こ の 黄色 の ス テ ソ カーは、

ア ク シ ョ ン
・ア ドベ ン チ ャ

ー
の も の で す 。自然 と闘 う人 々 に つ い て の 物語 で す。こ ちら は ノ

ン
・

フ ィ ク シ ョ ン で ブ ル
ー

の ス テ ッ カーで す 。来週読む の が歴 史 フ ィ クシ ョ ン で す。恐 らく、

あと 2、3 の 異なるジ ャ ン ル の ト ピ ッ ク を紹介する こ と に なる と思い ます。

　こ の よ うに 、 図書 リス トの ジ ャ ン ル は 実 に多彩で
、 小説 か らノ ン フ ィ ク シ ョ ン 、ス ポ

ーツ 、 ミ ス テ リー
に 至 るまで 、生徒たちが飽 きず に 様 々 な分野の 単語や 語彙 に触れ られ

る よ うに 工 夫 され て い た 。

5．結 論

　カ リ フ ォ ル ニ ア 州 で は 長 い 年月 を か け て 、 英語 能 力 が 不 十分な児童 生徒に対す る教育

プ ロ グラ ム が整備 され て きた 。 法制度 面 の 整備 に加 えて 、教育カ リキ ュ ラ ム の 改善、教

員養 成研修 な どの 取 り組 み な どが 実施 されて きた。今 回調査 し た A校 及び B 校で も、州の

教育方針 に基づ い た様 々 な教育プ ロ グラ ム が EL 生徒 に対 して実施 され て い た。

　調査 対象高校の 特徴 と し て 、EL 生 徒 の 割合は A 校 よ り B 校 に 多 く、無料 ・減額 ラ ン チ

受給者世帯の 割合も B 校 で 多い 。 中退率 は 、B 校 が約 4 割 と高 く、卒業率 も半数 に と どま

っ て い る。B 校の 中退率 が高い 要 因 と し て 、新来 の 移民 の 多い 低所得層居住地 域に あ る こ

と と関連 し て い る と考え られ る 。 新 来の 移 民の 子 どもの 英語力 は低 い 傾 向 に あ り、入学

先の 高校の プ レ
ー

ス メ ン トテ ス トで EL 生徒 と判断 され 、　 ELD や SADIEな ど の 特別 な プ ロ

グ ラム で 指 導 を受 ける者 が 少な くない
。

　両 校 の EL 生徒に対する教育現場で は、個 々 の 教師 の 教育理 念が 反映 され 、様 々 な工 夫

が 見 られ た 。 教師 た ちは 生徒同 士 が お 互 い か ら学び 合 うこ と が で き る 協同 学習を積極的

に 取 り入 れ て お り、教師た ちへ の イ ン タ ビ ュ
ー

か らこ の 学習方法 の メ リ ソ トに っ い て の

声が何度 も聞か れ た 。
こ の 学習 方法は 英語 を母 語 としな い 生徒の 英語 力向上や教 科 の 理

解 を促進 す る だけで な く 、 何 よ りも彼 らがグル
ープ活動 の なか で 自分 の 得意分野 を生か

す こ とで 仲間 に貢 献で き、そ の こ とが 自尊感情 を高 め る こ とに っ なが る とい う特長 が あ

る 。

　 Krashen は言語 教育 におい て 、伝達 内容 に焦点 を当て る内容 中心 の 活動 の 重要性 を指摘

し て い る （Krashen　and 　Terrell
，

1983 ）。 学習者が 興味 を 引く よ うな話題 を中心 とする

活動 が望 ま し く、言語 以外 の 何 か新 しい 事柄 を学ぶ こ とを 目的 とす る 活動が重 要だ とい

う。 具体的な手段 と して は 、
ス ライ ド、 個入 の 発 表 、 音楽 、 映画 、

ニ ュ
ー

ス 放送 、 読書、

討論な どが使わ れ る 。
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　観 察 した 両校の ELD 等の ク ラ ス で は 、英語力 向上の 方法 の …
つ として 読書を奨励 して

い た。F 教師 と K 教師 は
、 補助教材 と し て 独 自に 図 書 リ ス トを作成 して生徒に貸 し出 し て

お り、読書 を通 して 英語 の リテ ラ シ
ーを伸ばす こ とに力を 入 れ て い た。そ の 際大事な こ

とは、で きるだ け難 し い 本 は避 け、多彩 なジ ャ ン ル を揃 える こ とだ と い う。

　以上の よ うに、調査対象の 2 校 で は 、 英語 力 が不 十分な生徒に 対 して 、 概ね 制度化 さ

れ たカ リキ ュ ラ ム に沿 っ た教育活動 が展開 され て い る
一方 、学校現場 で 日 々 生 起す る個

別 の 様 々 な課 題 に 柔軟 に対 応 して い くた め 、 教師た ち は 自ら の 教育者 と し て の 理念や教

育理 論 を基 に 生徒 た ちが学 業 を中途 で 断念 す る こ との な い よ う、教育方法 を工 夫 して い

た 。

注

（1）二 言語教育とは 、英 語が 不十分な児童 生 徒を対象に英語 と英語以外の 言語 を使用 し

た教育活動 で ある 。 ア メ リカ で は 1968 年 に 最初の 二 言語 教育法が 制定 され 以来、長い 歴

史 がある 。

（2）2010 年 3 月 に ロ サ ン ゼ ル ス に あ る 2 つ の 公 立 高校 を訪問 し、授業観察、な らび に 教

師や バ イ リ ン ガル ・コ
ーデ ィ ネ

ー
タ
ー

らへ の 聞き取 り調査 を行 っ た。

（3）モ ニ タ
ー

モ デ ル は、 「習得一学習仮説 」 「自然順 序仮説 」 「モ ニ タ
ー

仮説 」 「イ ン プ ッ

ト仮説」 「情意 フ ィル タ
ー
仮説 」 の 5 つ に仮説 に よ っ て 構 成され て い る 。

（4）本稿 で は 、　 「第
一

言語」 を生まれ て か ら初めて 覚 える言語 （母 語 ）、　 「第二 言語 」

を母 語 の 次 に 習得す る 言語 （例 えば、移民の 子 ど もが ア メ リカ で 習得す る こ と に なる英

語） とい う意味 で使 う。 中島は、母語 を 「子 どもが 出会 う 『初 めて の こ とば』」 と定義 し

て い る （中島 2009 ： 12）。

（5） EL 生 徒 の 定義 は、英語 が母語で は ない 生徒 で、英語 を学習 して い る者 で ある 。

（6）第 1 学年 か ら第 12 学年 ま で の 合計人数で ある。

（7）一
般 に ESL （English　as 　a　Second　Language、第二 言語 として の 英語）と呼ばれ るク

ラ ス の こ とで あ る 。

（8） LAUSD は カ リフ ォ ル ニ ア 州 で 最大規模の 学区で あ る 。

（9）無料 ・減額ラ ン チ 受給者 （Free／Reduced 　 Price　 Meals ） とは 、貧困家庭 の 児童 生徒

に 対 して 学校 の ラ ン チ を無料で 提供 する社会福祉施 策の
一

つ で あ る。

（10）社会関係 資本 （s。cial 　 capitaD とは 、人脈 ・人 間関係 に 関す る資本 の こ と で 、例

えば保護者の 両方 と
一
緒に住ん で い るか 、保護者が学校の 勉強 を見て や っ て い るか 、兄

弟姉妹 の 数、兄 ・姉 で 大学に進 学 して い る もの は い るか な ど で あ る。

（11） California　Department　 of 　Education ，　 Educational　 Demographics 　Unit の 資料 を

　元 に作成 した　 〈http：〃 dq．　cde ．　ca ．　gov ／dataquest／，ア ク セ ス 日 ：2010年 3 月 5 日〉。
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（12） こ の
“
HighP ・ int

”
の 教材 に つ い て は、教 師の 間で 賛否 両論 あ る よ うだ。別 の 教師

　は 、
“

High　Point
”

の 教材 の 内容 は 中学校向けなの で 、高校 の 授業 に は 適 さない と思

　　うと話 し て い た。

（13） Freeman らは 、他 に 「collaboration 　project 」 「collaborative ．activities 」 と い

う用語 を使用 して い る。

（14） EL 生徒は ESL−1 か ら ESL−4 に レ ベ ル 分 けされ た ク ラ ス で 学習 して い る 。
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